
令和3年'4月 ボストコロナ経済対策特別委員会資料

新型コロナウイルス感染症の状況について
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人口10万人当たりの直近7日問陽性者数

新規感染者数

【備考】

・前7日問には当日を含む

陽性判明日基準で集計のため、公表日は

翌日となる

R2.12月末現在の人口にて算出

人口10万人当たりの直近7日間陽性者数
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陽性者数(累計)

●陽性者の状況●

現在の陽性 入院

36人 宿泊療養

自宅療養

2021/4/21時点

入院.・療養等調整中

死亡

794人

退院等(健康観察終了を含む)

17人

11人

2人

6人

15人

743人
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1 概要

新型コロナウイルスの変異株1こついては、従来型の新型コロナウイルスよ.り感染力

が強いものや、ワクチン接種により得られた免疫が効きにく,い可能性があると言わ"れ
ていま、す。

こう.した状況を踏まえ、'国の通知に基づぎ陽性と判明じた検体の変異株検査を
長崎市保健環境試験所で行うとともに、その」部を国立感染症研究所に送付し確定
検査(ゲノム解析)'を行うこととしています。

(検査の流れ)

①陽性判明ナ

0
②陽性者保存検体を保健環境試験所へ搬入

゛

U
③変異株.PCR検査(保健環境試験所のみで実施)
0"

④ゲノム検査'(国立感染症研究所)

0

変異株の検査.について

その他

2 変異株の状況

長.崎県内で確認された新型コロナヴィルス感染者の.うぢ'291'名にづいて、・変異株

スクリーニン.グ検査を実施.したところ、 51、名の方が変異株の疑し.、があるこ.と.が判明
しています。

【令和 3年4月20日公.表】

0県内における変異株スクリーニング検査の実施状況

-5-

変異株・
スクリーニング

検査実施期間

0

2/22~4/18

解析不能

0確定検査(ゲノム解析)の状況

変異株

ゲノム解

析件数

変異株PCR実施数

0

ノ

51

検査中

2'

検査終了

(変異株

陽性者.)

291

変異株PCR陽性者数

(変異株疑い)

35

英国型

14

南アフ

り力型

↑'4

51

プラジ

ル型



検査体制について

今後も、・新型コ.ロナウィルス感染症.が拡大すること.が想定ざれるなか、感染拡大を

防止するため、次のような準備を行う。

1 民間検査機関との検査委託契約

クラスタ,ー、など大量の検査需要発生時に現在の検査機関に加え、民間の検査機関

に依頼できるよう契約を締結するi

2 抗原検査キットの購入・活用

迅速かづ簡易に.検査を行うごとができる抗原検査キットを購入し、医療従事者が

安心して診療にあたること.ができる環境づくり'.の支援や、陽性者が発生'した高齢者
施設等において検査を迅速に行い感染拡大防止につなげる6

3 スクリーニング検査の充実

昨年度においては、.令和 3、年2月から 3月にかけて、通所介護事業所口0、1 施

設)の従業者(延べ8_,813人)を対象に定期的な.検査を実施した。

今年度は、高齢者は症状力唖症化しやす、<、施設の入所者等はり.スクが高'い特性
があること、、高齢者施設で集団感染が生じた場合に入所者や施設運営への影響が大

きく、また医療提供体制への負荷の増大にっながることから、高齢者施設等での感

染防止対策が重要であることに鑑み、高齢者施設(入所・'通所)及び障害者入所施
設のうち希望する施設の従業者を対象に定期的な検査を実施する予定である。

今後'とも、'感染状況に応じ、スクリーニング検査実施を想定しだ検査対象施設の

優先順位や実施体制などにっいて検討するなど、感染防止に向けた必要な対応,を行
つていく。

-6-



長崎県全体
フェーズ

フエーズ1

・感染発生
~感染者の単発的な発生

【新規感染者1人】

即応病床:65床

確保病床.67床

【長崎医療圏 28床1

長崎医療圏における段階(フェーズ)別COVΦ一19患者受入可能数について

長崎医療圏
フェーズ

、q

定義

長崎大学病院

みなとメディカルセンター

A病院

B病院

その他協力病院

即応病床合計
()は準備病床

フェーズ2

・感染者の増加
(感染経路が一定把握できる状態が継続)

【本土の即庄病床の3分の1以上を使用】

即応病床:100床

確保病床:131床

【長崎医療圏訟床】

・感染症指定医療機関で全てのC0ⅥD-19患者の
入院に+分な余力を持って対応できる状況

フェーズA(散発的発生)

12

宿泊施設
(長崎県)

フェーズ3

・感染拡大期
(地域的流行により感染軽路が朋確ではない事例の

【週間の新規感染者鍍が30人程度】

00万当たり2.5人ノ週の新規感染数)

即応病床゛86床

確 :250

【長崎医療圏 77申】

フェーズC(地域的流行)

51床

43床

15床

21床

10床

140床

・重症者の増など、感染症指定医療機
関の余力が乏しくなり、比較的症状の
軽い患者について公的病院の協力が
必要な状況

フェーズB

28{1の

12

20

0 {1の

(29)
96

16

384

・地域的流行が認められ、C0ⅥD-19患者の入院受入
体制を拡充することが必須となった状況

5

384

加)

5

フエーズ4

・感染ピーク時

12

^38
(19)

16

384

即応病床:290床

確保病床.421床

【長崎医療圏】
140床

ビーク時

9

20

384室

但9)

・県全体に感染が広がり、各
医療機関で最大限の対応が
必要な状況

57()
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医療提供体制の現状

1 長崎医療圏におけるコロナ患者受入れにかか.る取組み

(1)これまでの取り組み

0 救急患者,の病院間転送を・目的とした救急受入可能病床数の情報共有シ
ステム「長崎圧、 M A T C H システムく令和 3年1月から運用,)'」につい

て、対象を 13 医療機関から20 医療機.関に増やし実施

0 長崎医療圏の.COVID-'19・専用病床の最大確保病床を 125 床から 1.40 床,に
増床

現時点の本土.地区のフ土ーズは3 (最大確保病床:'長崎医療圏刀床)

0.県で後方支援医療機関.(退院基準を満たした患者の、受入れを行う医療機
関)・'の登録制度を創設

長崎医療圏で 34 医療機関、病床・数は 129 床.(4月15日時点)

0 県で新型コロナウィルス,感染症対応における後方支援医療機関の感染
症対策支援'(院内感.染地域支援ネ.ヅトウーク事業)を実施'
期間:'令和 3年4月1・2日~ 5.月、3_1日

0 国の退院基準を満たした患者の受入を行うた医療機関に対し、長崎
医療圏の市町が連携'し、令和 2年度に「長崎医療圏新型コロナウィル
ス,感染症患者転院受入支援金」・の支給制度を創設

(2')今後の検討事項

0 コロナ専用病床を確保するため、後方支援医療機関等の.円滑な受入
れ体制の仕組みづくり

,・コロナ患者受入医療機関の.患者情'報提供システムの構築

・早期転院促進ルールの策・定
など感染予防対策の啓発、感染制御に関する人材.育成

2 医療機関への支援

0 国の新型コ.ロナウィルズ感染症緊急包括支援事業により、病床確保
料や設備整備費用など・の支援制度が設けられている。

0.医療従事者が安心して診療にあ.たる環境づくりを_行うため、抗原検'
など査キットを市内の病院・診.療所に配布

3 高齢者施設等の C0ⅥD・19患者集団発生時の対応

0.県がクラスターが発生した高齢者施設等・へ医療支援を行う「COVMAT」
制度を創設

0 高齢者施設等においてコロナ発生を探知し,た場合は、迅速に状況を
把握した.うぇで感染状況・等にづいて評価等を行う必要がある.ことから、

県において初動対応方針を策定

-8・,
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200床

180床

160床

140床

120床

100床

80床

60床

40床

20床

床

軽症、中等症の患者について、退院基準を満たした時点で転院した場合の

COVID-19病床利用状況推計

長崎医療圏のCOVID・19病床利用状況(退院基準採用)

89.6%

<算定条件>

1 軽症、中等症の患者が、厚生労働省の退院基準を満たした時点で、非コロナ対応の医療機関へ転院した場合の、コロナ専用病床

の利用状況を推計

2 陽性確定日が令和2年12月~令和3年2月までの長崎市における新規入院患者データを元に推計

3 長崎医療圏の病床利用率を推計するにあたり、長崎市の新規入院患者の推計値で得た比率を、他の市町の入院患者数に乗じて算

定している。

76.0%

2床
95床一・

^確保病床数「ーー「利用病床数^推定利用病床数

100.0%

90.0%

フェーズ推移

12/24~:2 = 3

V5~:3⇔4

3/1~:4才 3

3/17~:3才2

80,0%
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40.0%

●,."'.■.

30.0%

確保病床数

~12/17:38 床

12/18~:詑床

12/22~:85 床

12/24~:101 床

12/30~:111 床

V5~:125床

V29~:140 床

20.0%

利用率

10.0%

0,0%

推定利用率
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軽症、中等症の患者について、発症10日後に転院した場合のCOVID-19病床利用状況推計

200床

180床

160床

140床

120床

100床

80床

60床

40床

20床

床

長崎医療圏のCOVID・19病床利用状況(発症から10日で転院)

89.6%

^

<算定条件>

1 軽症、中等症の患者が、発症10日後に非コロナ対応の医療機関へ転院した場合の、コロナ専用病床の利用状況を推計

2 陽性確定日が令和2年12月~令和3年2月末までの長崎市における新規入院患者データを元に推計

3 長崎医療圏の病床利用率を推計するにあたり、長崎市の新規入院患者の推計値で得た比率を、他の市町の入院患者数

に乗じて算定している。

112床

R

確保病床数

100.09ι

90.m6

r^利用病床数

フェーズ推移

12/24~:2 -3

V5~ 3■4
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30.0%
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、

新型コロナウイルスワクチン接種について(令和3年4月21日現在)

1 ワクチン接種の目的

新型コロナウイルス感染症の発症を予防し、死亡者や重症者の発生をできる限り.減ら

し、.結果として新型コロナウイルス感染症のまん延の防止を図る。

2 接種対象者、順位等

(,1)接.種対象者

長崎市の住民基本台,帳に登録されている令和3年度中に16歳以上に達する者(平

成'18年4月1日以前に生まれた者)。

※学生や入院・入所者など、長崎市内に登録はないが、やむを得ない事情によ、り長崎

市内に居住する者も対象とする。また、.同事情1二より、長崎市内に登録があり'、市

外に居住してし.、る者は、現在の居住地で接種することができる。

(2)接種順位

60~64

歳の者
6

対象者

医療従事
者等

2 高齢者

新型コロナウイ.ルス感染症患者(新型コ、ロナウイルス感染症疑い患者を含
む。)に直接医療を提供する施設の医療従事者等・(新型コロナウイルス感
染症患者の搬送に携わる救急隊員等及び患者と接する業務を行う保健所職
員等を含む。)

3 基礎,声
を有する
者

令和3年度中に65 歳以上に,達する者(昭和32年4月1日以前に生まれた者)
ワクチン・の供給量・時期等によっては、'年齢により接種時期を、細分化す
る可能性がある。

高齢者等が入所・居住する社会福祉施設等'(介護保険施設、居住系介護サ
ービス、高齢者が入所'居住する障害者施設・・・救護施設等)において、利
用者に直接接する職員

上記以外
の者

、1.昭和32年4月、2日以後に生まれた65 歳に達しない者であって、'以
下の病気や状態の方で、通院ノ入院している方
・慢性の呼吸器の病気
・慢性の心臓病(高血圧を.含むD
・慢性の腎臓病
・慢性の肝臓病(肝硬変等)
・インスリンや.飲み薬で治療中の糖尿病又は他の病気を併.発している糖尿病
・血液の病気'(ただし、鉄欠乏性貧血を除・く。)
・免疫の機能が低下する病気 6台療や緩和ケアを受けている悪性腫癌を含む。)
・ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受けている
・免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患
・神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた状態印乎吸障害等)
・染色体異常
・重症心身障害(重度の肢体不自由と重度の知的障害とが重複した状態.)
・睡眠時無岼吸症候群
・重い精神疾患(精神疾患の治療のために医療機関に入院しているイ精神
障害者保健福祉手帳を所持しているイ又は自立支援医療(精神通院医療)
で「重度か?継続」に該当する場合)
・知的障害(療育手帳を所持している場合)

2.基準(BⅢ30 以上)を満たす胆満の方
馴1:胆満度を表す指標として国際的に用いられている体格指数で、〔体重
(k三)]÷[身長(m)の 2乗]で求めら、れる。

ワクチンの供給量によってはイ基礎疾患を有する者と同じ時期に接種を行
う・(昭和37年4月1日~昭和32年4月2日に生まれた方)

備考

ワクチンの供給量等を踏まえ、順次接種
ワクチンの供給量.・時期等によっては、年齢により接種時期を、細分化す
る可能性がある。
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4 局齢者入
所施設等
の従事者
5

噴
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※接種順位にっいては、国で定めており、感染した場合の重症化りスグが高い者から
',優先的に接種すること.としている'また、.医療従事者は、多くの疑い患者、等と頻繁
に接種する業務を行う_ことから医療提供体制の確保のため、最も早い順位とする。

3.接種スケジュール(予定)

(.1)国、県が調整を行うもの

①医療従事者(先行分)

県内対象3医療機関'※長崎市内はなし
(独)国立病院機構長崎医療センター(大村市)

(独)地域医療機能推進機構諌早総合病院(諌早市)
何虫)労働者健康安全機構長崎労災病院(佐世保市)

接種順,位

②医療従事者等(優先分)

(約 25,000.人')

(・2)市が調整を行うもの

①高齢者(65 歳以,上)

(約 141,000 人) J

ア高齢者施三受 4/12~

イ 85歳以上 5/24~(予定)

ウフ5~84歳・6月上旬~(予定)

エフ0~74歳.未定

オ65ぐ)69歳朱定

接種順位

2月・17日接種開始

(長崎県内 2.月.22日開始)

②基礎疾患のある者
(約 17.,000 人※ 1)

開始時期

③高齢者入所施設の従事者
(約 6,.000 人※ 1)

3月8日接種開始

.

」

④60~64歳

(約 28,000 人)

⑤上記以外(16歳未満除く)
(約、143,000 人).※16 歳未満約 51,000 人

4月に国から供給されるワクチンがごく
少量の見込みであるため、'高齢者入所施設
件寺別養護老人ホーム)で4月12,日から
限定的に開始。

その他の高齢者については、85,'歳以上か
ら 5月24日1.こ接種を開始し、その後段階
的に実施・していく6

(合計 3舗,000 人)

※1

※2

開始時期

※2

国による推計値

高齢者入所施設の従事者は、一定の条件のもと施設入所者と同時期に接種

接種までの流れ

力接種券の郵送

接種対象者に対し、.接種券に予診票を同封し発送

ア蘭歳以上の高齢者(約'29,、000人)" 5月上旬発送

イフ5~84歳の高齢者(約 44,000人) 5月中旬頃発送

ウ.70心74 歳(約 37,000 人)、 65~69 歳の高齢者(約 31,.000 人)

ワクチンの供給量、85歳以上及び75~84歳の接種・予約状況等を踏まえて検討

工上記以外:未定
i
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接種開始時期未定

(ワクチンの供給量と高齢者接種の進捗

状況等.を勘案Lながら、接種開始時期を検

討)

4
(



(2)接種の予約各区分に応じて予約を行う。

(3).接種接種費用は全額公費負担のため無料、 3週間後に2回目の接種を受ける。

5 ワクチン接種体制

区分

個別接種

場所

医療機関

集団接種 地域会場

箇所数

師9箇所

※R3.4'21 現在

施設接種

中心部会場、東公民

館、南部市民セン・タ

、野母崎地区公民

館、琴海南部文化セン

ター

※個所数、場所は検討中

6箇所

-13.ー

職場等.接種

高齢者入

所施設等

(参考)各地区別の状況

各医療機関の診

療日、,・時間

実施日

職場・学校等

特別養護老人ホーム

から接種開始(4/12

~)

65歳以上人口

接種対応医療機関数

土・日・休日を中

心に検討中

未定

予約先

各医療機関

65歳以上人口

嘱託医.等が所属

する医療.機関の

診療日・時間

※再掲

南部地区※

接種対応医療機関数

コールセンタ

・ WEB

1.9,4釘人

未定

20 箇所

野母崎地区

中央地区

2,623 人

82,373 人

1箇所

193 箇所

北部地区'※

三和地区

4,327 人

39,547 人

3箇所

66 箇所

琴海地区

4,489 人



6 ワクチンの分配

0医療機関の負担を軽減するため、長崎市がワクチンを小分けし、接種会場(医療機関)

へ搬送する。

ワクチンメーカー

0接種体制のイメージ図

^

ワクチン

配送センター

(長崎市管理)

長崎市の役割

(搬送)⇔

(搬送)才

(搬送)=

制

".,
^

巨■■

庸屍凋■

"■'

輸入・ワクチン確保

接種実施医療機関

接種実施医療機関

団接種会場

翫会

個別接種

医垂握閏

,、ー、

*:.、、."、、'戸
予診票毒市民、

接種ウチン〒定数、実績を報告一"

配送

ワケチン配

送センター

集団接種会場設低

ワウチン

小分けりスト

ワクチン

配送

コールセン

...,

市民向け

接種



【参考】ワクチン接種スケジュ

接種順位

高鵲者
(65歳以よ)

141 000人

①施設入所者

ル(予定)

②鮖歳~

対象者数

③75~84歳

(8,000人)※

2 基礎疾患を有する者

ワウチン

④70~74歳

4/9

2箱

1,950回分(975人分)

3 高齢者入所施設の従事者

29

⑤65~69歳

000人

4 60~64歳

44,000人

5

37.000人

上記以外の者

(16歳未満51,000人除く)

4月

※①施設入所者 8000人は高麟者各年麟区分の人数と重複計上となる。

4/26の週

Π箱

10.725回分(5,362人分)

★4/12接開始(特別養、老人ホームから)

17 000人

「70~74歳」「価~印歳」「高齢者以外の者」の接種開始時期につ
いて

6,000人

28 000人

ワクチンの供給量、接種状況及び予約状況等を踏まえながら、市民、医療機関の

混乱を招かないよう1、、順次接種券を発送していく

1 43

スケジュールは

000人

■5月上旬頃接種券発送開始

A

、ノ

-1
ー」

5/10・17の週

か
阜

のワクチン供

^1^^^^^^

恕定60箱

卵,500回分

(29250人分)

ワクチン
【末確定1

●5月中旬頃接種券発送開始

が 通1なされることを前

、

★5/24接種開始予定

^^^^^^^^

「5月10・17の週」、「5月24・31の週」の自治体へのワクチン供給は未確定

(国が確保予定であるワウチン16,000箱を、高齢者人口で按分して賦算したもの)

、-f一「一 「一 T一「一'「「一 - r-'T -

、【

5/24・31の週

恕定印箱

卵,500回分

(2g.250人分)

ワウチン
【未硫定】

i
、

^
、

^^ ^^^

と

高齢者入所施設でのクラスター発生抑止への対応

(1)高齢者入所施設の入所者へのワクチン接種
重症化りスクが高い要介護者も多く、クラスター抑止にもつながることから、同施設入所者へ優先的にワクチンを接種す
る。

(2)高齢者入所施設の従事者へのワクチン接種

同施設のクフスター抑止にもつながるとともに、入所者への介護サービスを継続していく必要がある、とから、ワクチン
の供給量を勘案したうぇで、入所者との同時接種を行う。

★6月中旬頃接種開始予定

^^^^^^^^

る
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